
 

 

 
 
 
 
 

平成20年度 

 
 

環境局予算要求方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

－ 目 次 － 
 
１ 平成20年度環境局予算要求総括表・・・・・・・・・・・・・・１ 

  【一般会計】 

  【特別会計】 

２ 20年度予算要求にあたっての基本的考え方・・・・・・・・・・３ 

３ 予算要求の重点事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 (1) 子どもを生み育てやすく、健やかにはぐくむ街 

 (2) 高齢者・障がい者へのぬくもりあふれる街 

 (3) 安全・安心で、人と環境にやさしい街 

４ 事務事業の見直し等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

 (1) 受益者負担の適正化等



 

－1－ 

１ 平成20年度環境局予算要求総括表 

 【一般会計】 
（単位：百万円） 

区 分 

平成19年度 

予 算 額 

Ａ  

平成20年度 

要 求 額 

Ｂ  

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ 

環境事業部 
１３，０５２ 

(５，５３８) 

１５，６６７ 

(６，６５４) 

２，６１５ 

（１，１１６） 

２０．０％ 

（２０．２％） 

環境総務費 
１３９ 

(１３９) 

１１３ 

(１１３) 

▲２６ 

（▲２６） 

▲１８．７％ 

（▲１８.７％） 

ごみ処理費 
１２，２４６ 

(４，８９５) 

１４，９２０ 

(６，０７２) 

２，６７４ 

（１，１７７） 

２１．８％ 

（２４．０％） 

し尿処理費 
６６７ 

(５０５) 

６３４ 

(４７０) 

▲３３ 

（▲３５） 

▲４．９％ 

（▲６．９％） 

環境都市推進部 
１，０６５ 

(３７５) 

１，５９３ 

(６５２) 

５２８ 

（２７６） 

４９．６％ 

（７３．６％） 

みどりの推進部 
９，７５０ 

(４，６８９) 

９，２９８ 

(４，５８７) 

▲４５２ 

（▲１０２） 

▲４．６％ 

（▲２．２％） 

公園緑地管理費 
３，５６５ 

(３，４７１) 

３，５４１ 

(３，４５８) 

▲２４ 

（▲１３） 

▲０．７％ 

（▲０．４％） 

公園緑地整備費 
６，１８５ 

(１，２１８) 

５，７５７ 

(１，１２９) 

▲４２８ 

（▲８８） 

▲６．９％ 

（▲７．３％） 

円山動物園 
７８４ 

(４５０) 

１，３１６ 

(６７８) 

５３２ 

（２２８） 

６７．９％ 

（５０．８％） 

合  計 
２４，６５０ 

(１１，０５２) 

２７，８７４ 

(１２，５７１) 

３，２２３ 

（１，５１９） 

１３．１％ 

（１３．７％） 

※（  ）内は一般財源額 

※ この資料中の金額は、各計数ごとの四捨五入で表示しています。したがって、内訳と

累計値とは一致しない場合があります。 
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【特別会計】 

  駐車場会計 
（単位：百万円） 

区 分 

平成19年度 

予 算 額 

Ａ  

平成20年度 

要 求 額 

Ｂ  

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ 

円山公園駐車場

管理費 
１０４ １０４ ０ ０．０％ 
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２ 20年度予算要求にあたっての基本的考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大量消費・大量廃棄型経済社会及び都市化による自然環境の消

失、並びに化石エネルギーの消費による二酸化炭素の増大と温暖

化などの課題に対して、良好な環境を保全し将来の世代に引き継

ぐことは、市民一人ひとりの責務であり願いです。 

このため本市では、環境への負荷の少ない持続的発展が可能な

循環型都市づくり、及び自然環境と共生する都市づくりを進める

ため、環境基本計画に基づき、省資源・省エネルギー、都市内の

緑の創出をはじめとした自然環境の保全など、各種施策に取り組

んできたところであり、今後とも、より一層市民の皆さんや事業

者などと協力し、効果的で重点的な施策に取り組んでいく必要が

あります。 

こうしたことから、環境局では、「第２次札幌新まちづくり計画

書（案）」の政策目標の一つであります「安全・安心で、人と環境

にやさしい街」の実現に向けて、「水とみどりの保全・育成と創出」

と「地球環境問題への対応と循環型社会の構築」を設定し、事業

の優先付け・重点化を図り、次のとおり予算要求を行うこととし

ております。 
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 ○ 重点課題  

   １ 水とみどりの保全・育成と創出  

 

 

 

 

 

 ２ 地球環境問題への対応と循環型社会の構築  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ みどり豊かな美しい風格ある街並みの実現や清らかな水環境の維持・

回復を図るため、市民や企業との協働により、みどりの保全と創出を進

めます。また、人間の活動による環境負荷の減少に努め、水辺の保全や

せせらぎを回復する取り組みを推進します。 

○「環境首都・札幌」を宣言し、地球温暖化対策の推進や循環型社会の構

築を目指して、新エネルギーの活用やバイオディーゼル燃料の普及促進を

通じた温室効果ガスの排出削減に取り組みます。また、市民・事業者・行

政が一体となって、ごみの発生抑制、再利用、リサイクルの取り組みや、

市民一人ひとりが省資源、省エネルギーのための環境行動を実践するまち

づくりを推進します。 
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３ 予算要求の重点事項 
 
 

   子どもを安心して生み育てることができるまちづくりを目指し、地域

で子育て家庭を支えていくため、子育てしやすい環境づくりを展開する。 

 

 

 

 

 
ア 福祉と多世代のふれあい公園づくり事業（みどりの推進部） 

 ５３百万円【新規】 

障がい者施設などの福祉施設や、子育てサロンと隣接する既設公園につ

いて、施設利用者と地域住民による整備後の公園の利活用を含めた検討を

踏まえて、バリアフリー遊具や乳幼児キッズコーナーなどを整備する。   

【達成目標】 

    バリアフリー公園数(累計)  Ｈ18：2か所⇒Ｈ22：4か所 

乳幼児キッズコーナー数(累計)  Ｈ18：0か所⇒Ｈ22：10か所 

【20年度効果】 

1か所（Ｈ19：2か所⇒Ｈ20：3か所） 

    実施設計のみ5か所（Ｈ19：0か所⇒Ｈ20：0か所） 

 
 

   障がいのある人をはじめ、誰もが安心して安全に活動できるように、

身近な施設のバリアフリー化を推進する。 

 

 

(1) 子どもを生み育てやすく、健やかにはぐくむ街 

１ 子どもを生み育てやすい環境づくり 

                   ５３百万円 （０） 
注：（ ）内は19年度予算額 

 

(2）高齢者・障がい者へのぬくもりあふれる街 



 

－6－ 

 

 

 

 

ア ユニバーサルデザインの公園づくり事業（みどりの推進部） ４１７百万円 

高齢者や障がいのある人など誰もが地域の公園を快適に楽しく利用でき

るように、水飲台やトイレの車イス対応化、出入口や園路の段差解消、ベ

ンチなどの休憩施設の設置を行う。 

【達成目標】 身障者対応トイレの整備率 

Ｈ18：20％⇒Ｈ22：30％    

【20年度効果】２％（Ｈ19：23％⇒Ｈ20：25％） 

 
 

 

 

 

 

 

 

○ みどりの保全・育成           ３３９百万円 

ア 特別緑地保全地区取得 (みどりの推進部)        ２１９百万円 

  特別緑地保全地区として指定した土地のうち買い入れ申し出があったものを取

得する。 

【達成目標】 

     都市環境林面積   Ｈ18：1,665ha⇒Ｈ22：1,678ha 

【20年度効果】４ha（Ｈ19：1,668ha⇒Ｈ20：1,672ha） 

イ 都市環境緑地取得整備 (みどりの推進部)        １２０百万円 

  良好な都市生活環境を維持していく上で重要な樹林地を取得し、保全と活用の

ために必要な整備を行う。 

(3) 安全・安心で、人と環境にやさしい街 

１ 障がい者の自立支援の促進 

              ４１７百万円（４２４百万円） 
注：（ ）内は19年度予算額 

 

１ 水とみどりの保全・育成と創出 

           ２，２０６百万円（２，２４６百万円） 
注：（ ）内は19年度予算額 
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【達成目標】 

     都市環境林面積   Ｈ18：1,665ha⇒Ｈ22：1,678ha 

【20年度効果】４ha（Ｈ19：1,668ha⇒Ｈ20：1,672ha） 

 

○ みどりの創出            １，８６１百万円 

ア 北緯43° 花香る北の街づくり事業(みどりの推進部)    ６２百万円 

  地域特性に応じた美しい街並みをつくるため、地域が主体となった花壇づくり

を推進するほか、市民自ら花苗を育成して植栽する取組みを支援する。 

【達成目標】 

    コミュニティガーデン設置数(累計)   Ｈ18：0か所⇒Ｈ22：30か所 

【20年度効果】10か所（Ｈ19：0か所⇒Ｈ20：10か所） 

 

イ さっぽろふるさとの森づくり事業(みどりの推進部)     １１百万円 

  公園予定地などにおける市民植樹祭を実施するほか、市民参加による苗木づく

りや樹木の育成活動を行います。 

【達成目標】 

    市民植樹祭での植樹本数(累計)   Ｈ18：56,350本⇒Ｈ22：100,350本 

   【20年度効果】12,600本（Ｈ19：67,252本⇒Ｈ20：79,852本） 

ウ 木立ちを感じる街づくり事業(みどりの推進部)      １８３百万円 

  都心部や主要幹線道路において、緑ゆたかな街路樹づくりを実施するほか、地

域や家庭での植樹の取組みを支援します。 

【達成目標】 

一家庭一植樹運動推進事業による植樹本数(累計) 

Ｈ18：19,294本⇒Ｈ22：59,300本 

   【20年度効果】10,000本（Ｈ19：29,304本⇒Ｈ20：39,304本） 

エ 丘珠空港緑地施設造成・用地取得 (みどりの推進部)  １，１６７百万円 

  丘珠空港が道内空港網の拠点空港としての機能を十分発揮できるよう、空港周

辺の環境整備や、用地の取得を行う。 

【達成目標】 緑地整備の推進  Ｈ18：4.1ha⇒Ｈ22：10ha 

【20年度効果】0ha（Ｈ19：4.1 ha⇒Ｈ20：4.1 ha） 

オ 創成川公園整備(みどりの推進部)             ２２百万円 
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  創成川通アンダーパス連続化事業により創出される河川・緑地空間を、緑と水

を活かした空間として整備する。 

【達成目標】 

    都心部における水とみどりの空間  Ｈ18：0ha⇒⑫Ｈ22：1.9ha 

【20年度効果】0ha（Ｈ19：0ha ⇒Ｈ20：0ha） 

カ “ひかりの”元気の杜推進事業              ４１５百万円 

   都心から7㎞に位置している、東雁来第2土地区画整理地区内において、サ

ッカー場2面を備えた東雁来公園の整備を進めます。 

【達成目標】 

公園緑地面積 Ｈ18：1.4ha⇒Ｈ22：10ｈａ 

   【20年度効果】2.8ha(Ｈ19：― ⇒ Ｈ20：2.8ha) 

 

○ 水辺の保全・創出            ０．３９百万円 
  ア 水環境計画推進（環境都市推進部）            ０．３９百万円 

     

    水環境保全に関する地域住民の理解促進、活動の活発化を図るため、環境教育リ

ーダー制度と連携しながら、水生生物観察会等への協力を行う。 

【達成目標】 地域独自の水環境目標設定数  Ｈ18：－⇒Ｈ22：３件 

【20年度効果】0件（Ｈ19：0件⇒Ｈ20：0件） 

 

○ 水とみどりを楽しむ心の醸成          ５百万円 

ア みんなが集い学び楽しむ公園緑地づくり事業（みどりの推進部） ３百万円 

  公園緑地の保全・利活用を一体的に進める市民主体のボランティア活動や公園

樹木の落葉のリサイクル活動、情報提供拠点・ネットワークづくりなどへの支援

を行う。 

【達成目標】 

    公園緑地ボランティア登録団体数    Ｈ18：31団体⇒Ｈ22：50団体 

利活用促進のためのイベント等実施数  Ｈ18：０回⇒Ｈ22：100回 

【20年度効果】6団体（Ｈ19：31団体⇒Ｈ20：37団体） 

30回（Ｈ19：0回⇒Ｈ20：30回） 

イ 都市林等整備 (みどりの推進部)              ２百万円 

  良好な樹林地の保全と市民へのレクリエーションの場の提供を目的に、市民の
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森や自然歩道を整備する。 

【達成目標】 

    公園緑地ボランティア登録団体数    Ｈ18：31団体⇒Ｈ22：50団体 

利活用促進のためのイベント等実施数  Ｈ18：0回 ⇒Ｈ22：100回 

【20年度効果】6団体（Ｈ19：31団体⇒Ｈ20：37団体） 

           30回（Ｈ19：0回⇒Ｈ20：30回） 

 
 

 

 

 

 

○ 環境行動を実践する人と街づくり       ７５３百万円 

ア 「環境首都・札幌」宣言事業（環境都市推進部）   １６百万円 

地球温暖化対策への市の姿勢や先進的取り組みを強くアピールするため、

「環境首都・札幌」宣言を行い、「さっぽろ地球環境憲章」などを策定して

世界に向けて発信するほか、「エネルギー戦略会議」により本市のエネルギ

ー戦略を構築する。   

【達成目標】「さっぽろ地球環境憲章」の策定  H18：－⇒H20：策定 

【20年度効果】策定（Ｈ19：－⇒Ｈ20：策定） 

イ CO２削減普及推進事業（環境都市推進部）     ５２百万円 

具体的な二酸化炭素排出削減を実現するため、市民・事業者の自主的な

環境行動の定着を図る各種の普及啓発活動を推進する。 

【達成目標】 

    エコライフ行動レポートの集計に基づき試算されるCO2排出削減量       

Ｈ18：－⇒Ｈ22：４万t     

【20年度効果】1.3万ｔ（Ｈ19：0.4万ｔ－⇒Ｈ20：1.7万ｔ） 

ウ 環境教育基本方針推進（環境都市推進部）       ２百万円 

環境に配慮した行動を自発的・継続的に行う人を育てるため、「地球環境

問題」をテーマとして子どもへの環境教育の具体的な手引きとなる教員向

けの実践プログラムなどを策定する。   

２ 地球環境問題への対応と循環型社会の構築 

           ２，５４４百万円（２４８百万円） 
注：（ ）内は19年度予算額 
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【達成目標】 学校におけるエコライフ行動レポートの提出枚数（累計） 

Ｈ18：－⇒Ｈ22： 54万枚   

【20年度効果】13.5万枚（Ｈ19：13.5万枚－⇒Ｈ20：27万枚） 

エ 環境配慮型事業者支援事業（環境都市推進部）        ２百万円 

事業者のさまざまな環境配慮行動を比較し、評価できる基準を構築し、事業者

にインセンティブを付与するとともに、市民に対して環境配慮事業者を広く周知

する事業を展開する。 

【達成目標】 環境配慮型事業者への支援プラン策定  

Ｈ18：－⇒Ｈ20：策定  

【20年度効果】支援プラン策定（Ｈ19：－⇒Ｈ20：策定） 

オ 北海道の野生動物復元事業（円山動物園）      ５１９百万円 

希少動物であるオオワシ、シマフクロウを繁殖し、鷹匠技術を活用して

園内で飛行訓練を行い自然界へ放鳥させる。 

【達成目標】 

    オオワシ、シマフクロウの繁殖数Ｈ18：－⇒Ｈ22： 3羽 

    オオワシ、シマフクロウの放鳥数Ｈ18：－⇒Ｈ22： 3羽 

【20年度効果】0羽（H19：－⇒H20：－） 

カ 円山動物園リニューアル事業（円山動物園）     １６２百万円 

動物園内の各種施設のリニューアルについて、平成19年度内に策定する基本計画

に基づき、順次実施する。 

【達成目標】 基本計画の策定  Ｈ18：－⇒Ｈ19：策定  

○ 省エネルギー、新エネルギーの普及促進   ６１７百万円 
ア 建築物環境配慮事業（環境都市推進部）         １１百万円 

大規模建築物の総合的環境性能評価に関する届出（平成19年11月施行）

の運用を開始する。評価結果等を市のホームページで公表する制度であり、

“環境に配慮した建築物”の推進を目指す。 

【達成目標】 建築物環境配慮制度に基づく総合環境性能評価の提出件数

（累計） H18：－⇒H22：300件（累計） 

【20年度効果】80件（Ｈ19：20件⇒Ｈ20：100件） 

イ 都市再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ構築事業費補助事業（環境都市推進部） 

３１８百万円 

札幌駅前通地下歩行空間整備事業と連携して熱供給事業者が実施する
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「熱供給導管ピット整備事業」に関する支援を行う。 

【達成目標】 札幌駅前通熱供給導管ピット整備  

Ｈ18：事業着手⇒Ｈ22： 完成 

ウ 風力発電事業推進（環境都市推進部）         １百万円 

事業者が実施する現地詳細調査を基に事業実施内容を検討する。 

【達成目標】 事業主体となる事業者の選定   Ｈ18：－⇒Ｈ19： 選定 

エ 下水熱有効利用モデル事業（環境都市推進部）      １百万円 

下水処理水の排熱利用について事業可能性を調査検討するため、西区

民・保健センターにおいてヒートポンプを用いた下水処理水排熱の暖房利

用の実証試験を実施し、データ収集、効果の検証を行う。   

【達成目標】 西区民・保健センターにおける二酸化炭素排出削減量 

Ｈ18：－⇒Ｈ22：システム導入前に比べ50t削減 

オ 太陽光発電等設置モデル事業（環境都市推進部）    １８百万円 

環境教育への活用や、市民への新エネルギー導入促進を目的として、普

及啓発効果の高い小学校へ太陽光発電設備を導入する。   

【達成目標】 

学校への新エネルギー設備導入件数  Ｈ18：7件⇒Ｈ22：10件 

【20年度効果】 1件（Ｈ19：8件⇒Ｈ20：9件） 

カ 札幌市次世代ｴﾈﾙｷﾞ-ﾊﾟｰｸ整備事業（環境都市推進部）  １０ 百万円 

新エネルギーの普及啓発活動及び環境教育の拠点として、次世代ｴﾈﾙｷﾞｰ

ﾊﾟｰｸの整備を行う。平成20年度は、整備に向けた基本設計を行う。 

【達成目標】 構想を受けた整備計画の策定 Ｈ18：－⇒Ｈ20：策定 

キ メガワットソーラー共同利用モデル検討事業（環境都市推進部） 

５百万円 

市内に１０００ｋW級の太陽光発電施設（メガワットソーラー）を建設

し、市や市民・事業者が共同で事業を行うモデル事業について調査・検討

を行う。   

【達成目標】 1000kW規模の太陽光発電所の設置 

  Ｈ18：－⇒Ｈ22：1施設 

【20年度効果】0施設（Ｈ19：0施設⇒Ｈ20：0施設） 

ク 札幌・エネルギーecoプロジェクト（環境都市推進部） 

２４７百万円【新規】 
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二酸化炭素排出削減に向け、市民の新エネルギー・省エネルギー機器の

導入を強力に支援するため、市・エネルギー事業者・金融機関で共同プロ

ジェクトを発足し、新たな融資・補助制度を創設する。   

【達成目標】 新エネルギー設備等の新規融資額 

Ｈ18：－⇒Ｈ22： 10億円 

【20年度効果】 10億円（Ｈ19：0億円⇒Ｈ20：10億円） 

ケ エネルギー対策体系化事業（環境都市推進部）  

７百万円 

公共施設への省エネ・新エネ導入指針に基づき、率先導入と効果の検証

を行い、広く情報提供することで、技術の普及や理解を図る。 

【達成目標】 指針に基づく省エネ・新エネ導入検討施設数 

Ｈ18：－⇒Ｈ22：４か所   

【20年度効果】 1か所（Ｈ19：0か所⇒Ｈ20：1か所） 

 

○ みんなで進めるごみ減量、リサイクル     １，１７３百万円 
ア スリムシティさっぽろ計画推進（環境事業部）     ４百万円【新規】 

    「スリムシティさっぽろ計画」に掲げた目標の確実な達成に向けて、同計画を広

く周知するとともに、事業の進行状況などを、外部組織によって、点検・評価す

る。 

イ 地区リサイクルセンター設置事業（環境事業部）  ５７８百万円【新規】 

古紙や廃食油に加え、生ごみや草木類などさまざまな資源物のリサイクルを進め

るため、市民がさまざまな資源物を無料で持ち込むことができる総合的な受け入

れ施設として「地区リサイクルセンター」を設置する。 

ウ 家庭用廃食油資源化促進事業（環境事業部）         ４百万円【新規】 

家庭から排出される使用済食用油（廃食油）のバイオディーゼル燃料へ

の資源化促進に向けて、回収拠点を増やすため、回収ボックスを設置する

スーパーマーケットやレストランなどへ支援を行う。 

【達成目標】 

    廃食油回収拠点数  Ｈ18：43か所⇒Ｈ22：200か所 

    廃食油回収量    Ｈ18：1,200ℓ／月⇒Ｈ22：7,000ℓ／月 

【20年度効果】 40か所（Ｈ19：80か所⇒Ｈ20：120か所） 

1,300ℓ／月（Ｈ19：2,500ℓ／月⇒Ｈ20：3,800ℓ／月） 

エ ごみ減量アクションプログラム支援事業（環境事業部）  １７百万円 
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市民・事業者・行政の三者で構成する「さっぽろスリムネット」による

ごみ減量実践活動への支援を行うとともに、ごみ減量実践者の拡大に向け

た取り組みを行う。  

【達成目標】 

    「さっぽろスリムネット」によるごみ減量実践活動への参加者数 

      Ｈ18：10,000人⇒Ｈ22：20,000人 

【20年度効果】 2,500人（Ｈ19：10,000人⇒Ｈ20：12,500人） 

オ 定山渓生ごみ堆肥化推進事業（環境事業部）  ３７百万円 

定山渓地区でのホテルなどから排出される生ごみの堆肥化からこれを使

って生産した農産物の活用に至る地域内循環と地域振興に向けた「バイオ

マスタウン構想」の策定や、生ごみ堆肥活用拡大のための調査を行う。 

【達成目標】 

    参加事業者の生ごみ分別量 Ｈ18：1.6ｔ/日⇒Ｈ22：3.2ｔ/日 

【20年度効果】 0ｔ/日（Ｈ19：1.6ｔ/日⇒Ｈ20：1.6ｔ/日） 

カ 新たな普及啓発拠点の整備（環境事業部）    １４２百万円【新規】 

リサイクル品として収集した家具などを展示販売して市民へ販売し、リ

サイクルの普及啓発を行う「リユース広場」を厚別清掃工場跡地に新設す

る。 

【達成目標】 

    リユース広場で市民に提供した家具等の個数 

         Ｈ18：965個⇒Ｈ22：1,200個 

【20年度効果】 118個（Ｈ19：962個⇒Ｈ20：1,080個） 

キ 事業ごみ分別・リサイクル総合対策事業（環境事業部）３６百万円 

①現在、大規模事業所に義務づけているごみ減量・処理報告書の提出につ

いて、中規模事業所まで拡大することにより、「紙ごみ」「生ごみ」の減量・

リサイクル指導の推進体制を強化する。 

②事業ごみに多く含まれている紙・プラスチック類及び焼却処理されてい

る草木類のリサイクルを進めるために、清掃工場からの排除に対応した新

たなごみ処理ルートを構築する。 

③清掃工場で焼却する事業ごみの削減のため、平成21年度から予定される

資源化可能物（紙ごみ・木くず）の受入れ中止等をふまえ、事業者が排出

段階でごみ分別・リサイクルを推進するよう啓発・指導する。 

【達成目標】 排出状況調査 Ｈ18：－⇒Ｈ20：実施  

ク 焼却灰リサイクル可能性調査（環境事業部）      ３百万円【新規】 
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   焼却灰をセメント原料として活用を目指した調査を行う。 

【達成目標】  Ｈ18：－⇒Ｈ22：実施 

ケ 資源回収実施団体奨励金（環境事業部）     ８９百万円【レベルアップ】 

     集団資源回収は、古紙の資源化を図るうえで最も重要な制度であり、市民に対

して、集団資源回収の日時・実施方法などの情報を広く提供していく。 

コ ごみステーション管理支援事業 (環境事業部)      １３９百万円 

  市内約32,000箇所のごみステーションの管理の支援を以下のとおり実施する。 

・ ごみステーション管理機材の購入助成を行う。 

・ ごみステーション排出ルールの指導体制の整備を進める。 

・ 共同住宅対策として、ごみステーション設置・管理等に係る制度変更とオーナー・

管理会社への分別指導に関する周知を行う。また、共同住宅の排出状況の台帳を整

備するためのシステム改修を行う。 

サ その他スリムシティさっぽろ計画関連事業（環境事業部）  

                             １２５百万円 
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４ 事務事業の見直し等 
(1) 事務事業の見直し 

◎内部効率 

■一般事務費の節減             ＜見直し額 103百万円＞ 

■施設運営管理業務の契約方法の見直しによる経費節減等 
  ＜見直し額 34百万円＞ 

 
(2) 受益者負担の適正化等 

 ◎手数料等の見直し 

■ごみ処分手数料              ＜見直し額 261百万円＞ 

   埋立処分手数料 （14,000円／t→17,000円／t） 

   焼却処分手数料 （13,000円／t→17,000円／t） 

資源化処分手数料（9,000円／t→11,000円／t） 

■し尿処理手数料（210円／27ℓ→240円／27ℓ） ＜見直し額 20百万円＞ 

■ＲＤＦ売却価格（1,150円／t→1,500円／t）  ＜見直し額8百万円＞ 

 
 


